








表３　キャリア志向別平均点

キャリア志向 平均点 SD 平均点 SD

安定性志向 7.5 1.65 7.6 0.86

他者への奉仕志向 6.8 1.45 8.2 0.54

自律性志向 5.7 1.42 7.2 0.60

専門的・職能的志向 5.7 1.61 7.6 0.58

管理的志向 3.9 1.64 5.0 0.85

創造性と企業家精神志向 3.5 1.55 5.4 0.74

本研究結果
ｎ＝180

坂口氏の先行研究結果
ｎ＝114

　　　　　　　　　　　　　　ｎ＝180

因　子 　 項　　　目 平均点

親密な交流 3.2±0.54

1 看護師の提出物にきちんと目を通す 3.2±0.63

2 困った時に助ける 3.3±0.69

3 看護トラブルの時すぐに対応する 3.4±0.70

4 業務中の様子を見てアドバイスをする 3.1±0.78

5 看護師の心身の体調に気遣う 3.2±0.72

6 看護師の異動の際は十分意見を聞く 3.1±0.84

7 看護事故があったとき，起こった原因について一緒に考える 3.3±0.65

8 いつでも話を聞く姿勢をとる 3.3±0.71

9 ケースカンファレンスでの適切なアドバイスをする 3.1±0.73

10 以前話したことを覚えている 3.2±0.72

11 部下とよくコミュニケーションをとる 3.2±0.67

12 責任のある業務を任せる 3.2±0.61

13 今まで看護師ができていなかったことをできたと実感したことを評価する 3.1±0.75

心地よい注目 3.3±0.53

14 あいさつをしたり挨拶を看護師からされたときは必ず返す 3.4±0.66

15 無視しないで必ず返事を返す 3.4±0.63

16 視線が合った時微笑む，あるいはうなずく 3.4±0.78

17 看護師の意見を聞くとき，目を合わせている，聞くという姿勢をとる 3.4±0.60

18 プライバシーを守る 3.4±0.68

19 えこひいきしない 3.3±0.75

20 親身に看護師の相談にのる 3.3±0.74

21 いつもと看護師の様子が違うときに気づいて伝える 3.1±0.77

22 ダメな時はダメとはっきり言う 3.2±0.70

肯定的な業績評価 3.0±0.64

23 専門分野の業績で昇級を推薦する 2.8±0.76

24 専門分野の講師として推薦する 2.7±0.79

25 看護師の仕事ぶりを認め周囲に伝える 3.0±0.76

26 個人的に行為に対して言葉で評価する 3.1±0.69

27 成果に対して個人的に言葉でフィードバックする 3.1±0.74

支持的な相談･助言 3.1±0.55

28 患者ケアや病棟管理について看護師と話し合う 3.1±0.65

29 専門職者としての目標を話し合い支持・支援する 3.1±0.61

30 物事を判断する時は看護師に相談する 3.1±0.67

31 仕事の成果が上がった看護師に感想を述べる 3.0±0.73

32 創意工夫を認め，さらに発展させる機会を与える 3.0±0.69

表４　看護師長に期待する承認行為  
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２．キャリア志向と属性との関連
１）年齢 ･ 経験年数との相関（表５）

年齢および経験年数とキャリア志向別平均点の間に
は，相関係数0.2未満で相関はみられなかった。
２）属性ごとのキャリア志向別平均点の比較（表６）

キャリア志向と属性との関連を表６に示した。
看護職に就いてからの資格取得の有無での比較では，

資格取得有り群の方が『他者への奉仕志向』『自律性志
向』『専門的・職能的志向』『管理的志向』『創造性と企
業家精神志向』の５つの志向で平均点が高く，『自律性
志向』『専門的・職能的志向』『管理的志向』で有意差
があった。

学会所属の有無での比較では，有り群の方が『安定
性志向』『他者への奉仕志向』『自律性志向』『専門的・
職能的志向』『管理的志向』の５つの志向で平均点が高
く，『自律性志向』と『専門的 ･ 職能的志向』で有意差
があった。

雑誌定期購読の有無の比較では，有り群の方が無し
群より，全てのキャリア志向得点が高く，『安定性志向』
で有意差があった。

基礎教育３年群と４年群の比較では，３年群の方が
『安定性志向』を除く５つの志向の平均点が高かったが
有意差はなかった。

以上の分析について，20代のみを抽出して同様に行っ
たところ，資格取得有りが『専門的・職能的志向』の
点数が，基礎教育３年群の方が『自律性志向』の点数
がそうでない群に比べて有意に高く，全体の結果とは
異なる傾向を示した。

３．看護師長に期待する承認行為と属性との関連
１）年齢 ･ 経験年数との相関（表７）

看護師長に期待する承認行為の因子別平均点と年齢
および経験年数との間には，相関はなかった。 

項目では，〈ケースカンファレンスでの適切なアドバ
イスをする〉〈以前話したことを覚えている〉〈ダメな
時はダメとはっきり言う〉が，年齢または経験年数と
弱い負の相関があった。
２）属性ごとの看護師長に期待する承認行為の項目別
平均点および因子別平均点の比較（表８）

看護師長に期待する承認行為と属性との関連を表８
に示した。

看護職に就いてからの資格取得の有無での比較では，
資格取得無し群の方が，全ての因子別平均点が高かっ
たが有意差はなかった。項目別平均点の比較では，資
格取得無し群の方が，〈以前話したことを覚えている〉

〈いつもと看護師の様子が違うときに気づいて伝える〉
の平均点が有意に高かった。

学会所属の有無の比較では，学会所属無し群の方が，
《心地よい注目》を除く他の３つの因子別平均点が高
かったが有意差はなく，項目別平均点においても有意
差は見られなかった。

雑誌定期購読有り群の方が，《親密な交流》《肯定的
な業績評価》《支持的な相談 ･ 助言》の平均点が高かっ
たが有意差はなく，項目においても有意差はなかった。

基礎教育３年群と４年群の比較では，４年群の方が
全ての因子別平均点が高く，そのうち《親密な交流》
で有意差があった。項目では，４年群の方が，〈看護師

キャリア志向

221.511.向志性定安

他者への奉仕志向 .147 * .144

100.020.向志性律自

専門的・職能的志向 .180 * .160 *

340.540.向志的理管

創造性と企業家精神志向 　‐.048 　‐.044

Pearsonの相関係数　＊P＜0.05

相関係数

経験年数年齢

表５　キャリア志向と年齢・経験年数との相関

キャリア志向 t検定 t検定 t検定 t検定

平均点 （SD） 平均点 （SD） 平均点 （SD） 平均値 （SD） 平均点 （SD） 平均点 （SD） 平均点 （SD） 平均点 （SD）

安定性志向 7.4 (1.76) 7.5 (1.63) 7.7 (1.66) 7.4 (1.65) . 8.1 (1.43) 7.4 (1.66) * 7.5 (1.68) 7.5 (1.59)

他者への奉仕志向 7.2 (1.26) 6.7 (1.48) 7.0 (1.23) 6.7 (1.52) 6.9 (1.14) 6.7 (1.50) 6.9 (1.53) 6.5 (1.26)

自律性志向 6.3 (1.39) 5.6 (1.40) ** 6.2 (1.29) 5.5 (1.43) ** 5.7 (1.28) 5.7 (1.44) 5.8 (1.46) 5.6 (1.34)

専門的・職能的志向 6.6 (1.45) 5.5 (1.59) ** 6.2 (1.53) 5.5 (1.61) ** 6.1 (1.60) 5.6 (1.61) 5.8 (1.60) 5.4 (1.64)

管理的志向 4.5 (1.64) 3.8 (1.62) * 4.1 (1.60) 3.8 (1.66) 4.2 (1.92) 3.9 (1.60) 4.0 (1.69) 3.7 (1.53)

創造性と企業家精神志向 3.9 (1.47) 3.4 (1.55) 3.5 (1.30) 3.5 (1.63) 3.7 (1.56) 3.5 (1.55) 3.6 (1.57) 3.3 (1.49)

*Ｐ＜0.05　**Ｐ＜0.01

基礎教育3年群 基礎教育4年群

（n＝32） （ｎ＝148） （n＝47） （ｎ＝133） （n＝23） （ｎ＝157） （n＝126） （ｎ＝53）

資格取得あり 資格取得なし 学会所属あり 学会所属なし 雑誌購読あり 雑誌購読なし

表６　キャリア志向と属性との関連
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の心身の体調に気遣う〉〈看護師の異動の際は十分意見
を聞く〉〈ケースカンファレンスでの適切なアドバイス
をする〉〈以前話したことを覚えている〉〈ダメな時は
ダメとはっきり言う〉〈看護師の仕事ぶりを認め周囲に
伝える〉など11項目で有意に平均点が高かった。

20代のみを抽出して同様に分析した結果，属性の
違いによって承認行為の点数には有意な差は見られな
かった。

承認行為 年齢 経験年数

親密な交流 -.100 -.107

心地よい注目 -.139 -.147*

肯定的な業績評価 -.084 -.082

支持的な相談･助言 -.080 -.086

相関係数

Pearsonの相関係数　＊P＜0.05

表７　承認行為と年齢 ･ 経験年数との相関

表８　看護師長に期待する承認行為と属性との関連

承認行為因子 t検定 ｔ検定 t検定 t検定

平均点 （SD） 平均点 （SD） 平均点 （SD） 平均点 （SD） 平均点 （SD） 平均点 （SD） 平均点 （SD） 平均点 （SD）

親密な交流 3.1 （0.52） 3.2 (0.54) 3.2 (0.49) 3.2 (0.55) 3.2 (0.57) 3.2 (0.54) 3.1 (0.52) 3.4 (0.54) **

心地よい注目 3.2 （0.48） 3.3 (0.54) 3.3 (0.53) 3.3 (0.53) 3.2 (0.65) 3.3 (0.51) 3.2 (0.52) 3.4 (0.54)

肯定的な業績評価 2.9 （0.68） 3.0 (0.63) 2.9 (0.65) 3.0 (0.63) 3.1 (0.76) 3.0 (0.62) 2.9 (0.63) 3.1 (0.66)

支持的な相談･助言 3.0 （0.59） 3.1 (0.54) 3.0 (0.56) 3.1 (0.55) 3.3 (0.58) 3.1 (0.54) 3.1 (0.54) 3.2 (0.58)

**P＜0.01

基礎教育3年群 基礎教育4年群

（n＝32） （ｎ＝148） （n＝47） （ｎ＝133） （n＝23） （ｎ＝157） （n＝126） （ｎ＝53）

資格取得あり 資格取得なし 学会所属あり 学会所属なし 定期購読あり 定期購読なし

４．キャリア志向と看護師長に期待する承認行為との
関連

１）キャリア志向別平均点と承認行為因子別平均点の
関連

キャリア志向『他者への奉仕志向』と承認行為因子《支
持的な相談 ･ 助言》との相関係数が0.21と弱い正の相関
を示したが，ほかの全ての相関係数は0.2未満であり相
関は認められなかった。

20代のみを抽出して同様の分析を行った結果，『専門
的・職能的志向』と《肯定的な業績評価》との間に，『安
定性志向』と《心地よい注目》《肯定的な業績評価》《支
持的な相談・助言》との間に，また『自律性志向』と 

《支持的な相談・助言》との間に，0.23 ～ 0.29の弱い正
の相関関係がみられ，全体とは異なる傾向を示した。
２）キャリア志向と承認行為との関連（表９）
『安定性志向』『他者への奉仕志向』『その他の志向』

ANOVA

平均値 （SD） 平均値 （SD） 平均値 （SD）

親密な交流 3.2 (0.52) 3.3 (0.53) 3.1 (0.66)

心地よい注目 3.3 (0.50) 3.3 (0.56) 3.2 (0.56)

肯定的な業績評価 3.0 (0.60) 3.0 (0.67) 2.9 (0.78)

支持的な相談･助言 3.1 (0.54) 3.2 (0.56) 3.0 (0.59)

安定性志向 他者への奉仕 その他の志向

（n＝110） （ｎ＝45） （ｎ＝21）

表９　キャリア志向と看護師長に期待する承認行為との関連

の３群間で，看護師長に期待する承認行為に差がある
のかを一元配置分散分析した結果を表９に示した。キャ
リア志向別承認行為の因子別平均点に有意差はなかっ
た。20代のみを抽出して分析した結果も同様であった。

Ⅵ．考　　察

１．看護師のキャリア志向の傾向
キャリア志向のタイプ別割合は，1998年の坂口氏の

調査７）と比較して，『安定性志向』が約17％増加したの
に対して，『専門的・職能的志向』が約８％，『自律性志 

向』が約６％，『他者への奉仕志向』が約４％減少して
おり，安定性志向が増加していることが示された。

一方，キャリア志向別平均点で見ても，『安定性志向』
は7.5点で坂口氏の先行研究７）と同程度であったが，『専
門的・職能的志向』と『創造性と企業家精神志向』が1.9
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点，『自律性志向』が1.5点，『他者への奉仕志向』が1.4 

点，『管理的志向』が1.1点低値であった結果，『安定性
志向』の得点が一番高くなっていた。

これらのことから，坂口氏７）が調査を行った15年程
前には安定した生活を基盤にしつつ，他者へ奉仕する
ことや，専門職として自律することを志向していたが，
自分のキャリアを意識しなくなっている傾向がうかが
え，基盤にしている『安定性志向』の強さが浮き彫り
となったと考えられた。

その背景として，昨今の社会経済における雇用不安
により，一定の収入が得られる資格職としての魅力か
ら看護師を選択している傾向があると推察される。あ
る調査８）で，高校生を持つ親が子どもに就かせたい職
業では，公務員や教師，看護師など雇用が安定してい
る職種や医療系職種が上位を占めていた。高校生が就
きたい職業でも同様で，国家資格を必要とする職種が
上位を占め，女子では看護師が突出していた結果から
も，雇用の安定を求めて職業選択をしている現状がう
かがえる。

一方，有意差はないものの，基礎教育４年群が３年
群より『安定性志向』の平均点が高く，４年群のほと
んどが４大卒者であることから，４大卒者が『安定性
志向』の傾向にあると推察される。看護系大学が急増
し，看護師志望者への資格取得の門戸が開かれたこと
も，安定性志向に傾いていることの背景に関与してい
ると考えられる。

２．看護師のキャリア志向と看護師長に期待する承認
行為との関連

キャリア志向の『安定性志向』『他者への奉仕』『そ
の他の志向』の３群間における承認行為の因子別平均
点に差がなく，キャリア志向と看護師長に期待する承
認行為との関連は認められなかったことから，看護師
のキャリア志向によるパターン化した承認行為を用い
ることは難しいと考えざるを得ない。

看護師長に期待する承認行為を項目別で見ると，業
績の側面での承認行為の得点より，日常的な関わりを
とおしての承認行為の得点が高い傾向にあったが，因
子別平均値で見ると，《心地よい注目》《親密な交流》《支
持的な相談 ･ 助言》《肯定的な業績評価》のいずれも４
点満点の３点以上であり，看護師は看護師長に全ての
承認行為パターンを求めていることが示された。 

キャリア志向が『安定性』に偏っており，他の志向
が極端に少なかったことや，看護師長に承認行為の全
てのパターンを期待する結果であったことから，キャ
リア志向による看護師長に期待する承認行為を特徴付

けられなかったと考えられた。

３．スタッフのキャリア支援のための看護師長の承認
のあり方

看護師長は，本研究で明らかとなった，看護師が圧
倒的多数の安定性志向の風土であることを踏まえて，
看護師が期待している承認行為４因子すべてをしっか
りと看護師に届け，心地よい職場環境や人間関係を築
くことが必要である。そのうえで，安定性志向の風土
の中に潜在している，自律性や専門的 ･ 職能的，管理
的志向を育む必要性が示唆された。専門的 ･ 職能的志
向や自律性志向が高い人が，外に目を向けた学習活動
を望む傾向や，安定性を志向する人は受動的な自己学
習活動を望む傾向が示されたことを踏まえ，学習意欲
を刺激するような承認によるキャリア支援が必要であ
ると考える。

看護師長に期待する承認行為と年齢や経験年数との
相関がみられなかったものの，４大卒者が３年群に比
べ《親密な交流》を期待する程度が高い結果であった。 

４大卒者は，承認行為の他の因子においても，３年群
より因子別平均点が高く，《肯定的な業績評価》の項目

〈看護師の仕事ぶりを認め周囲に伝える〉の平均点が有
意に高かった。これらのことから，４大卒者は，看護
師長の承認行為を受け止める感性が高く，業績評価に
対する承認を受け止める力が強いとも推察される。ま
た４大卒の多くを占める20代ではキャリア志向と承認
行為のいくつかに弱い相関もみられたため，このこと
はキャリア支援に活用できると考える。

看護師長は，看護師としっかりと向き合い，きめ細
やかな関わりによってこそ，相手のキャリアニーズの
把握やキャリア支援が可能になることを認識し，看護
師にキャリアを意識させ，看護師が自己理解を深めな
がら，自分のキャリア開発の方向性を見定めるための
キャリアカウンセリングによって，キャリアニーズを
引き出し支援する必要性が示唆された。

４．研究の限界と課題
本研究は，看護師への教育支援体制が類似した同一

県内３公立病院の看護師を対象とした調査であり，地
域や組織の特性が結果に反映されることが予測される。
また，年齢層やキャリア志向のタイプに偏りがみられ
たため，本研究結果を一般化することには限界がある。
対象を拡大した研究の継続の必要が示唆された。
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Ⅶ．結　　論

本研究では，同一県内３病院の看護師180名を対象
とした質問紙調査により，看護師のキャリア志向と看
護師が看護師長に期待する承認行為との関連について，
次の結果を得た。
１．15年前と比較したキャリア志向別平均点において，

『安定性』はほぼ同じであったが，ほか５つの志向
の得点が低値であった結果，『安定性』の得点が一
番高くなっていた。

２．看護師が看護師長に期待する承認行為は，因子得
点が高い順に《親密な交流》《心地よい注目》《支
持的な相談 ･ 助言》《肯定的な業績評価》であった。

３．今回の調査項目においては，看護師のキャリア志
向と看護師が看護師長に期待する承認行為との明
確な関連はみられなかった。
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